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平成 27 年 11 月 29 日(日)に開催された第 26 回北海道臨床工学会および第 2 回北海道・

東北臨床工学会は盛会に終了いたしました。 

大会当日は 11 月にもかかわらず、大雪の予報が出され、交通機関への影響が心配されま

したが、予報と反し穏やかな天気となり、遠方より参加される会員の皆様におかれまして

は、安心して参加されたことと思います。 

今大会は、初の試みとし「北海道臨床工学会」と「北海道・東北臨床工学会」を合同で

開催したこともあり、昨年より 100 人程参加人数が増加し過去最高の規模となりました。 
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開会の辞の様子 

去る 11 月 29 日（日）に北海道大学 学術交

流会館で第 26 回北海道臨床工学会が開催され

ました。 

今回の工学会は第 2 回北海道・東北臨床工学

会と合同で開催され、道外からも 44 名の参加者

を迎えることが出来ました。 

また、特別講演では「『CKD 治療の流れ』～

再び、‘動いて食べることの大切さ’～」を医療法

人社団萌生舎宮の沢腎泌尿器科クリニック顧

問・医療法人社団北辰クリニック１９８札幌顧

問の渡井幾男先生に、教育講演は「ペースメー

カの安全性 －MRI 検査を中心に－」をフクダ

電子営業本部の佐々木賢考先生に大変わかりや

すく講演して頂きました。その他にも日本生体

医工学会 (旧：日本エム・イー学会) 北海道支部 

第 48 回生体医工学研究会との共催企画とし「臨

床工学を支える、拓く －生体医工学の役割－」

をテーマに 3 講演、ランチョンセミナー3 題な

ども行われ日々の業務に役立つ講演が多数催さ

れました。 

 会員発表については口演発表 80 題とこれま

でで最多の演題を頂きました。お陰をもちまし

て、参加者は 600 人を数え、有意義な工学会を

開催することができました。これもひとえに皆

様方のご協力の賜物です。深く感謝し、ご参会

頂きました関係各位に心より御礼申し上げま

す。 

 

＜単位取得について＞ 

各認定資格の更新には受付時にお渡しする本

学会の参加証が必要になりますので大切に 保

管して下さい。再発行は出来ません。昨年まで

のように、対象となる講演ごとに受講証明書を

発行することは致しません。参加証で申請して

下さい。 

★MDIC 単位取得 （参加 10 点、演題発表 10 点、 

共同演者 3 点） 

★ﾍﾟｰｽﾒｰｶ関連専門臨床工学技士単位取得（8 点） 

★呼吸療法専門臨床工学技士単位取得（8 点）  

★血液浄化専門臨床工学技士単位取得（8 点）  

★透析技術認定士更新単位取得 （8 点） 

日本臨床工学技士連盟展示ブースの様子 

＜参加状況＞ 
会員   ３０３名 (２３０名) 

非会員   ５８名 (４７名) 

賛助会員  ６２名 (５５名) 

東北    ４４名 (０名) 

学生   １４３名 (１７７名)  

計    ６１０名 (５０９名) 

( )内は昨年実績 

出展企業数：１９社 

(日本臨床工学技士連盟、北海道・東北 

Yボード協議会含む) 

広告企業数：１８社 

 

＜学術プログラム＞ 
一般演題：１１セッション８０題 

特別講演：１題 

教育講演：１題 

ランチョンセミナー：３題 

日本生体医工学会 北海道支部  

第48回生体医工学研究会との共催企画：３題 
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  （重要!!）演者の皆様へ  
投稿原稿提出についてのお願い 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会  

広報委員会 

  

今回学会誌に論文掲載を希望される方で、学会

当日に投稿原稿を提出されていない方は、「投

稿・執筆規定」に従い、下記の期日までに必ず投

稿原稿を提出して下さい。提出は郵送でもメール

でも受け付けます。  

編集用に用意しているパソコン(Windows)は、

MicrosoftのWord2010とPower Point2010に対

応できるようにしています。原稿はWord、図表

にはPowerPointを用い、上記環境にて正常に動

作するデータでお送り下さい。また、図表は白黒

に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会誌

は現在ISSN登録となっています。今回発表され

る内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿の

予定がある場合は二重投稿とみなされますので、

注意をお願いいたします。  

 

記 

締め切り期日：2016年1月15日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone ：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記ま

で連絡をお願いいたします。  

 

北海道・東北臨床工学技士会連絡協議会では、

各道県の活動報告が行われ、各地区でのセミナー

や勉強会の開催状況、更には臨床工学技士の認知

度向上のための取り組みなども報告されていま

した。今回は、日本臨床工学技士会副会長 真下 

泰 先生から「今後の認定制度」と題して基調講

演を行い、スキルアップのための専門認定士を診

療報酬へと繋げられるように、職能団体として厚

生労働省へ申請していくなどの討議が行われ、技

士の今後の追い風になればと思います。また、来

年の 10 月 15 日（土）、16 日（日）の 2 日間、

岩手県で第 3 回の北海道・東北臨床工学会を予

定しております。会員皆様の参加をお待ちしてい

ます。 

同じく行われた雪だるま。NET では、各道県

の Y ボード担当が集まり、若手 CE への活動報

告などが話し合われました。若手の CE へアンケ

ートを実施したり、イベントに参加して職業紹介

をしたりと各地区で様々な取り組みを行い、こち

らでも臨床工学技士の今後の地位向上や認知度

向上に向けた動きが報告されていました。この度

の臨床工学会でも、10 時～11 時まで 2F 展示会

場にてポスターセッションを行い、若手の CE や

これから CE になる学生に向けて、熱いメッセー

ジが送られました。第 3 回の北海道・東北臨床

工学会でも、Y ボードのパネルディスカッション

が予定されておりますので、そちらにもぜひ足を

運んでいただけたらと思います。 

（取材：広報委員 野尻） 

 

 

各道県の Y ボード担当者の皆さん 

 

「第 21 回 北海道・東北臨床工学
技士会連絡協議会」及び「第 7回 
雪だるま。NET 連絡協議会」報告 
 

去る 11 月 28 日（土）に北海道建設会館にて

北海道・東北臨床工学技士会及び雪だるま。NET

（北海道・東北 Y ボードネットワーク）の連絡

協議会が行われました。 

北海道・東北臨床工学技士会連絡協議会では、

各道県の活動報告が行われ、各地区でのセミナー

や勉強会の開催状況、更には臨床工学技士の認知

度向上のための取り組みなども報告されていま
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＜呼吸器異常気付かず患者死亡させた疑い 

 院長ら書類送検＞ 

 

人工呼吸器の異常に気付かず患者を死亡させ

たとして、京都府警は２６日、京都市右京区の

病院の男性院長（６８）＝大津市＝と女性看護

師長（４０）＝京都市中京区＝、担当の女性看

護師（３０）＝京都府南丹市＝の３人を業務上

過失致死容疑で書類送検し、発表した。いずれ

も容疑を認めているという。 

 捜査１課によると、８月４日未明、この病院

に入院していた男性（当時７６）＝京都市伏見

区＝が、人工呼吸器の異常で低酸素脳症となり

死亡した。 担当看護師は当時仮眠中で、異常

を知らせる警告音に気付かず事故防止の注意義

務を怠った疑いが持たれている。また、院長と

看護師長は、勤務態勢を改善するなどの安全管

理義務を怠った疑いが持たれている。 

 

朝日新聞社 2015 年 11 月 26 日 配信 

◆RM ニュース◆ 
 
＜ホルマリンを誤投与  

長野・松本市の病院＞ 

 

長野県松本市の病院は１７日、胃内視鏡検査

を１３日に受診した５人に誤って発がん性物質

のホルムアルデヒドを含むホルマリンの液体を

それぞれ胃に直接投与したと発表した。うち３

人は胃に炎症が起き入院。全員快方に向かい既

に退院したという。 

 同病院によると、投与したのは病理検査で使

用する劇物「ホルマリン２０％固定液」２０ミ

リリットルで、ホルムアルデヒドが１.４８グラ

ム含まれている。５人は県内に住む３０～５０

代の男女で健康への影響は不明。今後、経過観

察していくという。 

  

＜検査台から患者転落… 

機器に上半身挟まれ死亡＞ 

 

愛知県の病院で２０日、同県江南市の女性患

者（７４）が検査台から落ち、動いている検査

機器に上半身を挟まれ死亡した。病院は県警一

宮署に通報、同署が詳しい原因を調べている。

死因は窒息死だった。  

 病院を経営する社会医療法人によると、女性

は体の周囲を撮影機器が回転するガンマカメラ

で肺の検査を受けていた。胸、腹、脚を検査台

に固定していたが、開始直後に女性が動き出し、

機器に巻き込まれた。男性技師がすぐに機械を

止めたが、胸や腹を圧迫されており、約３時間

後に亡くなった。  

 病院側は院内に医療事故調査委員会を設置す

る方針。法人本部長は「警察の捜査に全面的に

協力する」とコメントした。 

 

毎日新聞社 2015 年 11 月 20 日 配信 

 第 26 回北海道臨床工学会の様子は、12 月 4

日の北海道医療新聞にも掲載されました。 

 記事では、医療法人仁友会北彩都病院 石川 

幸広先生にご講演頂いたランチョンセミナー

「『全自動透析装置について考える』 ～透析

医療への貢献 ～」の様子が紹介されました。 

2015 年 12 月 4 日：

北海道医療新聞掲載 

 本来は胃の蠕動を抑制する薬剤「ミントオイ

ル」を胃に直接投与すべきだった 

 

共同通信社 2015 年 11 月 17 日 配信 
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去る 11 月 8 日（日）、北海道建設会館で第 10

回 医療安全セミナーが開催されました。 

今回は「医療機器・透析業務における医療安

全とシステムの活用」をメインテーマとして、

医療機器管理と透析業務で活用されている様々

なコンピューターシステムについて、医療安全

に焦点を当てて、各専門領域の先生方にご講演

を頂き、各医療施設の医師、看護師、および臨

床工学技士など、どの職種の方々に聴講して頂

いても解りやすく、現場の医療安全について参

考にしていただける内容となりました。 

お忙しい中ご講演頂いた講師の先生方、共催

頂いた各社の皆様に深く御礼申し上げます。 

去る 10 月 24 日（土）、札幌北楡病院 講堂で

アフェレシス技術セミナー2015・第 35 回日本

アフェレシス学会北海道地方会が開催されまし

た。 

本セミナーは基礎的な知識をはじめ、日々の

業務ですぐに役に立つ有意義なセミナーとなる

よう企画され、技術講演3題、ランチョンセミナ

ー１題が行われ、バクスター株式会社、株式会

社JIMRO、川澄化学工業株式会社、旭化成メデ

ィカル株式会社のご協力のもとアフェレシス療

法の現況についてわかりやすく講義して頂きま

した。 

 開催に当たり後援頂いた日本アフェレシス学

会北海道地方会、ご協力を頂いた各社の皆様に

御礼を申し上げます。 

 

医療安全セミナーの様子 

アフェレシス技術セミナーの様子 

医療安全セミナーなどを企画する当会の安

全委員会に新しく３名の委員が加わりました。

上の写真左から横井 砂愉里さん（愛心メモリ

アル病院）、阿部 翔大さん（札幌厚生病院）、

越前谷 朋香さん（天使病院）です。 

いつも休日返上し、セミナーの企画、運営、

講師の先生の手配などお忙しい委員会ですが

フレッシュな 3 人の新たな視点やバイタリテ

ィー溢れる仕事ぶりに大いに期待して下さい。 
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このコーナーは、平成26年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 27 年 3 月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し、現在は社会福祉法人 函館

共愛会 共愛会病院にて勤務中の宇野遥さんです。 

 

社会福祉法人函館共愛会 共愛会病院 

宇野 遥 

 

私は平成 27 年 3 月に吉田学園医療歯科専門

学校 臨床工学科を卒業し、この春から函館市

にある社会福祉法人函館共愛会 共愛会病院 臨

床工学室で勤務しています。 

当院の臨床工学技士は医療機器管理業務、血

液浄化業務、手術室業務、内視鏡業務、カテー

テル業務などを主に行っています。入職当初は

医療機器管理業務、血液浄化業務、手術室業務

を担当していました。初めのうちは慣れない土

地、環境の中で緊張の毎日でした。自分のこと

で精一杯になってしまい、周りを見る余裕もあ

りませんでした。それ故に、様々な失敗もして

きました。しかし上司や先輩方の助けをいただ

いて今日までやってきました。「消極的になって

失敗するのは良くない失敗だが、積極的になっ

て失敗をするのならいくらでもカバーするから

積極的に仕事をしなさい。」と言う言葉を胸に決

して消極的になるのではなく、常に意欲を持ち

積極的に業務を行っています。入職してから 7

ヵ月が経過した現在は、日々の業務にも慣れ周 

りを見る余裕も出てきました。しかし、余裕が

出来たからと言って気を抜くのではなく、良い

意味での緊張感を持ちながら業務に臨み、現状

に満足することなく常に上を目指します。 

 臨床工学室では月に一度技士全員で会議を行

っています。会議では、情報の共有や業務の反

省点・注意点などの意見交換を行っています。

不足している部分や疑問に思ったことを自由に

言える場なので、日頃から周りの事を見て過ご

す様になり様々な事に気が付けるようなりまし

た。更に自分に不足している部分や改善しなけ

ればならない部分が明確になるのでとても貴重

な時間となっています。 

 仕事を始める前は臨床工学技士という職業は

対機械の職種というイメージが強かったです。

しかし、実際は患者様と接する機会が多々あり、

そのたびに自分の知識不足を痛感します。機械

の事だけではなくきちんと患者様と向き合い、

信頼されるような臨床工学技士になれるようど

んな小さな事も怠らず日々精進します。 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2016 年 1 月 17 日（日） 

「第 8 回卒後教育セミナー」 

統計に関するセミナー 

会場 未定 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

 2016 年 2 月 28 日（日） 

「第9回卒後教育セミナー」 

ペースメーカ及びハイパワーデバイス（仮） 

会場 未定 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

 2016 年 3 月 6 日（日） 

「第3回危機管理セミナー」 

DMATの活躍から学ぶ災害対策 

会場 北海道建設会館 

 札幌市中央区北4条西3丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2016 年 5 月 14 日（土）・15 日（日） 

「第26回日本臨床工学会」 

会場 国立京都国際会館  

京都市左京区岩倉大鷺町422番地 

http://www.icckyoto.or.jp/ 

****************************************** 

 平成 28 年度年会費の 
自動口座振替日の連絡・お願い 

 

正会員における平成 28 年度年会費の自動口

座振替は、平成 28 年 2 月 29 日（月）に行われ

ます。つきましては、自身の登録口座の内容に

変更がないかどうか、また残高が十分かどうか

などを事前にご確認ください。変更がある場合

は、事務局に連絡し、変更手続きを行ってくだ

さい。 

 

平成 27 年 11 月までの理事会からのお知らせ 

・ 第 26 回北海道臨床工学会および第 2 回北海

道・東北臨床工学会について 

（11/29 盛会に終了） 

・ 北海道・東北臨床工学技士会連絡協議会開催

（11/28：北海道建設会館：札幌市） 

（第 3 回北海道・東北臨床工学会 

 2016.10.15～16 開催地：岩手県） 

・ 各委員会の取組みについて 

（セミナー、学会、講演会、災害対策、 

 広報関連、他） 

・ 会費未納者の対応について 

・ 役員選挙について 
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年会費の口座自動振替の手続きお済みですか？ 
 

毎年、年会費の未納金が発生し、会の運営に支障をきたすとの理由から、平成 26 年度総会におい

て「会費規定の第 7 条」が改訂されました。 

そのため、平成 28 年 4 月より年会費の支払いは、原則口座自動振替のみとなります。つきまして

は、口座自動振替の手続きを行っていない会員の皆様は、平成 28 年 3 月 31 日までに口座自動振替

に移行していただきます。（ただし、事前に財務委員会にご連絡をいただき、理事会の承認を得た、

町立病院等の所属施設で会費を支払う会員を除きます。） 

なお、上記の期限までに手続きが完了されない場合、会員資格を喪失することになりますので、

ご注意ください。 

ご不明な点がございましたら、JCHO 札幌北辰病院 ME 部（011-893-3000） 財務 斉藤まで

ご連絡ください。 

 

【会員資格喪失に伴う不利益】 

・ 退会扱いになると自動的に日本臨床工学技士会も退会扱いとなり、日臨工会員であることが加入

条件となっている臨床工学技士責任賠償保険の適応や継続ができなくなる可能性があること。 

・ 北海道臨床工学会の演題発表や会員限定のセミナーなどに参加出来ないこと。 

・ 役員選挙の選挙権、被選挙権が喪失し、推薦人になれないこと。 

・ 今後、道臨工独自臨床工学技士責任賠償保険への加入が出来ないこと。 
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